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1. はじめに 

将来の光ネットワーク、光インターコネクトに向け

た高密度・大規模の光集積回路技術としてシリコンフ

ォトニクスの研究が活発になっている。シリコンフォ

トニクス大規模光集積回路では多チャンネルの光入出

力を一括結合する必要があるため、光ファイバとのバ

ットジョイント結合を行うことが望ましい。このとき、

シリコン細線導波路と光ファイバではモードミスマッ

チが大きいため、スポットサイズ変換器 (SSC)による

モード拡大の検討が広く行われている。報告されてい

る SSCとしては、細径コアファイバ(MFD4.3µm)に対

しては挿入損失 0.7dB程度と高効率結合なものが得ら

れているが[1]、シングルモードファイバ(MFD10µm)

に対しては挿入損失3dB程度にとどまっている[2]。 

我々は今回、シングルモードファイバと高効率結合

可能なSSCを開発したので報告する。 

 

2. 素子構造 

作製したSSC構造をFig. 1に示す。先端側に幅テー

パ構造 (先端幅60nm、テーパ長200m)を設けたSi細

線導波路 (幅480nm、膜厚250nm)を形成した後、Si細

線導波路上にSiONセカンドコア (屈折率1.46、幅7m、

膜厚3m)およびSiO2上クラッド層 (屈折率1.44、膜厚

1m)を形成している。セカンドコア膜厚は成膜と加工

を容易にするため3mに抑えている。ここで、セカン

ドコアを幅広とすることで水平方向のモードを拡大し、

低屈折率化による光の浸み出しにより垂直方向のモー

ドを拡大することで、シングルモードファイバと高効

率に結合できるように設計した。 

 

3. 評価結果 

出力光のモード形状の測定結果を Fig. 2 に示す。

MFD (ビーム中心強度の1/e
2強度の直径)は水平方向で

7.2m、垂直方向で 5.7mであり、モード拡大を促進

できていることを確認した。続いて、このSSCを両端

に備えた全長の異なる導波路のシングルモードファイ

バに対する挿入損失を評価した (Fig. 3)。グラフ切片の

値がSSC両端の挿入損失合計値を示している。SSC単

体の挿入損失は TE偏光に対して 1.8dBと高効率結合

が得られ、提案したSSCがシングルモードファイバと

の高効率結合に有効であることを実証した。TM 偏光

に対して2.8dBと損失が大きいが、Siテーパ構造の改

良により高効率化を進める。 
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Fig. 1. Schematic of proposed spot size converter(SSC) . 

Fig. 2. Intensity profiles of the output light beam from proposed SSC. 

 

Fig. 3. Insertion loss of Si wire waveguides with proposed SSCs. 
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